
                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 桜の情報が気になり始めたこのごろ、教室では

入試が終わり一息というところです。今回は、高

校入試についてのお話になります。少し難しい内

容です。 

（いつものことですが、わかりにくい内容です） 

 

       高校入試 
 

中学校に入学するとすぐに浮かぶのが高校入試

のことです。入学時にはまだ漠然としたイメージ

ですが２年生・３年生になるにつれて現実的な課

題となってきます。高校への進学のために行う入

試は、【学び】の過程にある通過点としての制度

にしかすぎませんが、とても重要なものとして取

り上げられる課題でもあります。 

そのため、生徒も保護者もそして私達教室も一

生懸命になって取り組みをします。この受験の流

れを大きく５つに分けてみます。 

 

１． 日々実力形成に取り組む。 

２． 受験校を決めるための思考選択。 

 

平成２０年３月１０日発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 合格のための受験に特化した勉強。 

４． 受験 

５． 合否による進路の決定 

 

受験というとイコール勉強とだけ考えがちです

が、実は勉強以外の課題として２番と５番がある

ことがわかります。この二つが高校入試の中にあ

る側面を表していると思うのです。 

高校入試に必ずあるものが、合否です。合格す

るととても嬉しく、不合格であるととても悲しく

なります。実はこのことがとても大切なことなの

です。 

合格することで、いままでに無かった【自信】

を発見する生徒がいます。不合格で悲しみを覚え

ることで強くなる生徒もいます。いずれにしても

その結果が彼らを成長させてくれます。私達は、

合格を一緒に喜び、不合格を知った悲しみを共有

します。そのとき人生が彩られていくことを感じ

るのです。高校入試に感謝する瞬間です。そこで

２番と５番の役割が重要になってくるのです。 

 

 ニュースレターでは、教室で起きたことや報告させ

ていただきたいことを掲載していきます。原則として

月に一回発行、時々休み、時々増刊という形でのびの

びと進めていこうと考えています。 

高校入試 



    人生の選択 
 

高校入試の結果によって進路が決まっていきま

す。第一志望校に行く生徒もいます。第二志望校

に行く生徒もいます。もちろんみんな第一志望校

に行きたいと思います。では、第二志望校に行く

ことが決まった生徒は不幸なのでしょうか。実は、

一概にそうではないことが新しい道に進み始めて

からわかるのです。（詳細は、長くなりますので

機会があったときにお話します。） 

さてどちらが良かったのかと考えてしまうこと

もあるかもしれません。そんなときの答えがあり

ます。それは、「今いる場所が一番良い」という

ことです。そのことで、高校入試には【選択】と

いう過程があっただけであることに気が付くので

す。 

 

教室では、高校入試にあたり勉強以外の事柄で

重視していることが１つあります。 

【受験校は自分で決める】ということです。そ

れは後悔しないためではありません。後悔しても

良いのです。自分で決めることで後悔さえも勉強

になるからです。彼らは将来、社会に出たときに

様々な選択場面に遭遇します。それは受験より厳

しい選択であることが多くあります。そういった

状況に強く対応する力を高校受験は体験で教えて

くれるのです。 

 

    

 

ちょっとひとやすみ 近所のお店 

今回は本当に近くのお店です 

 

携帯ショップＳｏｆｔＢａｎｋさんのお店です。

２０年前携帯というとほんの一部の人しか持って

いないハンドバックのようなものでした。でも今

は、中学生くらいからほとんどの人が持っていま

す。使い方の礼節などをしっかり学びながら使う

ことでとても便利なものになります。携帯は今後

の未来に役立てていきたいツールの１つですね。 

 

サボテン 

 

今月のトピック 

○ 学生服専門店 制服の中源さんの割引券 

○ 新高校生向け、電子辞書 

高校生になってから使う電子辞書が卸値価格で

購入できます。（大手家電屋さんより安く購入で

きます。）教材会社から直接購入できるからです。 

※詳細は、教室まで 

 

今月のおすすめＢＯＯＫ 

＜塾の利用７つのポイント＞ 

 



 

ふくろうの森で作成したＤＶＤです。塾の経営

者の視点からみた塾の利用方法を収録したもので

す。おすすめです。 

インターネットで３月に公開

したところ、沢山の注文が入

っています。 

右：第１回発送の様子 

 

これで、オリジナルＤＶＤが全部で３つになりま

した。 

① 静岡県高校入試 

② 中学生の勉強１０のテクニック 

③ 塾の利用７つのポイント 

≪内緒のお話≫ 

ここから先は、内緒のお話です。 

教室で作成した、オリジナルＤＶＤは、有料で提

供しています。（８００円～２，１００円）でも、

教室をご利用の方には、すべて無料で提供します。 

※ 所定の用紙での提出（FAX可）もしくは保護

者の方からの電話のみでの受付。 

① ③は保護者向け 

② は生徒と保護者向け。 

（１・２年生には少々難しいかも、わかるところ

まで理解してください。） 

 

 教室インフォメーション  
≪ ３月の予定 ≫ 

☆ 小学生勉強ランド  

２０日祝日と離任式のある２８日はお休み。 

２１日より春休み勉強ランドになります。 

９時から教室に来てください。土・日・２８日以

外、毎日勉強しましょう。 

☆ 小・中・高 一般講習 

通常通り行います 

≪３月の特別企画≫ 

●3月15日（土） 

１・２年生 英・数総復習 

10：00～12：00 

１・２年生 国語総復習 

13：30～15：30  

●3月16日（日） 

３年生 高校数学事前勉強会 

10：00～12：00  

３年生 高校英語事前勉強会 

13：30～15：30  

☆ 中学生 春期講習について 

春期講習 どんどん勉強スクウェアー開始 

３月２０日から４月４日までの全１２回 

１３時３０分～１６時３０分の３時間 

土・日以外、日程は個々打合せ。毎日参加がベス

トです。おまけとして１階どんどん弁当さんのサ

ービス券がついてきます。 

 

 

 

春の募集開始！！！！ 

 高校入試も終わり、いよいよ新春募集を開始。

といっても人数に制約がある小さな教室です。そ

のためチラシとかはまだ先です。 

 現在、教室を利用していただいている方からの

紹介を優先いたします。御近所・御友人の紹介を

お願いいたします。 

 

         作成  ふくろうの森 

 



 このニュースレターは営利を目的にしたものではありません。ニュースレター内で紹介させていただいた内

容につきましても個人の主観でありますので広告宣伝ではありません。時にはご了解を得ないで掲載をするこ

とがありますがご容赦ください。 

小学生・中学生と保護者の方にとって楽しく有意義な情報を発信させていただくことを目的にしています。

内容につきご意見がありましたら、ふくろうの森までお願いいたします。できるだけ苦情はご勘弁願います。

気が弱いので。 

ニュースレターバックナンバー  

１７年 ８月  犬に教えてもらった暗記法  パート２ 

７月  犬に教えてもらった暗記法 

６月  ビックリするほど成績を上げるとっても簡単なだれにもできない方法 

 ５月  あきらめるな！君は絶対できる。Ｙｏｕ ｃａｎ ｄｏ ｉｔ． 

 ４月 【スタートは切られた】競争する勉強・挑戦する勉強 

 ３月 【いよいよ春真っ盛り】壁を越えて結果を出す方法と勉強できる場所 

 ２月 【春ですチャンスです】 チャンスを活かす勉強と頭を良くする食べ物。 

 １月  ３０日で結果を出す魔法の勉強と頭を良くする薬 

１６年１２月 【やってきました１２月】もういくつ寝ると冬休み  

１１月 【冬休みに向かって】 あっという間に２００５年です 

１０月 【いよいよ後半戦】食欲の秋、運動の秋、勉強の秋、行動の秋 

   ９月 【子供達の未来】－こうすれば学習意欲が高くなる－セミナ‐を開催 

尚、ふくろうの森では、ホームページを公開しています。素人による「作ってみた。」という程度の物ですが

よろしければ見てください。更新はあまりしていませんが、最初のページ右横にある、日記 がんばれ小中学

生は1週間位ごとに更新しています。(日記なのに毎日ではないのですが。)   

 

ホームページURL              http://www.study054.com 

http://www13.plala.or.jp/fukurounomori/ 

               （営利を目的としたページではありません） 

日記がんばれ小中学生URL    http://blog.livedoor.jp/benkyou/ 

                （営利を目的としたページではありません） 
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